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くさかグローパル・アクション・プロ ジェク ト」という授業を開発した。本小論は、 SGHに指定されて以来、
開発を重ねてきた成果を報告する。
キーワード ソーシャル・アクショ ン社会課題共創的対話力 課題研究



















































































|(2) GAP活動 (6月'""11月)I 
GAP活動、すなわちソーシヤノレ・アクショ ンは、以下の
手)1頃で実砲した。 「I一一一一一一一一一一


































































































































⑪反り返りと 「ヰコ開発表J (9 月 ~10 月)
2学期は、振り返り活動と中開発表の準備期間としたD
各班は、活動紹介ポスターの作成、及び7分間のプレゼン
テーションを作成しt~ 10 Jj 21日(土)に中間発表会を
実施した。なお、中間発表は、 2今場号の成績に反映される
ため、担当教員が評価をつけた。
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85 SAP:泊 veanimal project 
86 児藁センターお助け隊
Bア Let's study project!! 
88 地産地消 :地元の野菜を食べ、ょう
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Bグノレー プ 5 :&J
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Dグノレー プ 4班
「企画名:イスラーム×食=共生 ハラール食向けピクトグラムの作成-J
{活動概要】
近年、外国人旅行客が増加している。それに伴い、イスラーム教徒の方も日本で多く見受けられるようになった。
特に、筑波大学と本校は、東南アジアに力を入れており、マレーシアやインドネシアから多数のイスラーム教徒の
留学生を受け入れている。しかしながら、ハラーノレ認証を受けた食品を探すのは非常に呂美mで、ある。そのため、豚
肉やアルコーノレを用いていない食品につける「ピクトグラムj を作成し、)1越ーのお士主主屋や食品屈に掲示してもら
-50-
えるように交渉した。
[協力団体}
ノ¥ラールメディアジャパン株式会社
{担当者より}
ピクトグラムを作成するi捺、ハラールメディアジャパン株式会社を訪問し、デザインについてアドバイスを受け
た点を評価したい。また、作成したピクトグラムのわかりやすさや妥当性を判断するために、留学生や空港で、のイ
ンタビュー活動を行ったことも、評価に値する。ただ、)1越の企業からはピクトグラムの使用を断られてしまった
ことがi悔ペコま~1_，る O
(吉田賢一)
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Dグ、ノレープ 5斑
「企岡名 :α企岡 防災倉庫改良協計商」
{活動概要}
この班は、「災害大国ニッポン」と「訪日外国人旅行客Jのふたつのキーワードに着目した。すなわち、訪日外国人
が増加しつつある中、日本におけるイスラーム教徒向けの防災対策はどの程度進んでいるのか、としづ課題を設定し
た。本校の防災倉庫を調べたところ、イスラーム教徒向けの「ハラーノレ認証jを受けた非常食が完備されていないこ
とが判明した。そのたえ、文化祭で、の募金活動、近隣iヤ学校の防災倉庫との比較を行い、最終的にハラーノレ認証非常
食である「α米」を本校防災倉庫に霞くことができた。
{協力団体}
東京ジャーミイ(モスク)
坂戸市立坂戸中学校
[担当者より]
この班は、課題設定に時間を要したが、災害と外国人というふたつのキーワードを結び付け、最終的には課題設定
に成功した。調査の段階で、近隣中学校ではハラール認誌を受けた非常食が完備されてし 1ることが判明し、イスラー
ムの留学生を多く受け入れている本校の態勢の不備が明らかになった。この調査がきっかけとなり、本校もハラール
認証非常食を設置するに至った。
(吉田賢一)
Dグループ 6班
「企画名:ファストファッションのう!とと影 'iJ学生と取り組む国際協力J
{活動概要}
大量に廃棄される衣料品、開発途上国の劣悪な縫製工場で働く労働者…-。近年、ブアストファッションの抱え
る問題点がクローズアップされている。このグループ。は、ファストファッションの問題点について調査し、課題解
決のために未来の消費者で、ある「中学生Jにファストファッションの光と影を教える活動に取り組んだ。近隣中学
校での出前授業や不要となった衣料品を回収し、 UNQLOI服の力プロジェクトJに衣料品を提供した。
{協力団体}
坂戸市立若宮中学校
株式会社ブアーストリテイリング
{担当者より}
一年次必履修科目「ク守口一パル・ライフ」で、ブアストファッションの光と影についてディベートに取り組んだ。
その内容を活かし、課題設定と解決活動を策定したD 限られた時間の中で、近隣中学校と交渉し出前授業までこぎ
つけたことは、評価に値する。また、衣料品の回収活動は、近隣の複数の小中学校で、実施し、かなりの最の衣料品
を回収す一ることができた。
(吉田賢一)
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Dグ、ノレ、ーフp 7])1 
「企画名:イスラームマニュアル inTSUKUSAKAJ 
{活動概要}
この班は、本校の留学生の受け入れ状況に焦点を絞ったO すなわち、毎年 10名前後のイスラーム教徒の生徒を受け
入れ、ホームステイも斡旋しているにも関わらず、イスラームについて紹介した問子-が、本校には存在しないのであ
る。ホームステイの受け入れ先としては、宗教上食せないものはあるか タブーとなる行為はあるかなど、知りたい
情報はたくさんある。そのため、イスラームの留学生を快適に受け入れるために、イスラームの基本情報を紹介した
マニュアルを作成した、
{協力団体]
ファミリーマート 若葉駅前応
{担当者より}
この班は、身近な本校の抱える課題に照明を当てた。注目すべきことは、ファミリーマートで販売されているほぼ
全ての食品の原料を調べ、豚やアルコーノレが含まれていないかどうかチェックしたことである。かなり時間を要する
作業だったが完了し、 2018年 1月のホームステイから実際に活用し、効果を検証する予定である。
(吉田賢一)
? ??
